
2025.03.06改訂
法学研究科 法曹養成専攻 専門職学位課程　カリキュラム・マップ

裁判官、弁護士、公務
員、一般企業の法務専門
職員、検事、公務員、公
益団体職員、国際関係機
関職員

租税法A

【DP①】全ての法曹に
不可欠な現行法について
の十分な知識と考え方を
確実に身につけているこ
と<CP①>

【DP②】現代社会に発
生する新たな法的問題に
適切に対応する専門的能
力を身につけていること
<CP②>

本専攻の厳しい教育に
耐えうるだけの基礎的
学力（文章の正確な読
解力、理論的な推論・
分析・判断を的確に行
うことのできる能力、
思考のプロセスと結果
とを明確に表現する能
力）を身につけた人
<CP①><CP②><CP③
>

人間という存在への深
い関心と人の苦しみに
共感しようとする姿勢
を持った人、および、
人々のため、そして社
会のために、困難な仕
事を遂行しようとする
志を持った人
<CP①><CP②><CP③
><CP④>

２年短縮型の入学者に
ついては、本専攻の１
年次に提供される法律
基本科目について、す
でに基礎的な学識を身
につけた人
<CP①><CP②><CP③
>

<CP④>市民のための
法律家たりうる能力を
身につけるべく、市民
の日常生活の中で生じ
る生の紛争と紛争当事
者にじかに接する機会
を提供するため、エク
スターンシップ等の法
律実務基礎科目を必修
科目または選択必修科
目とする。【DP④】

刑事訴訟法

法曹倫理民事訴訟実務の基礎

法社会学 法哲学

刑法第1部B(総論・犯罪論の展開)

行政活動と法

刑事訴訟法総合演習

公法総合演習A（憲法訴訟論）

公法総合演習B（行政救済論）

【DP③】 現行法を固定
的で万能なものと見るこ
となく、法の発展に寄与
することのできる「善き
法律家」たりうる能力を
身につけていること
<CP③>

【DP④】人間という存
在への深い関心と紛争当
事者の苦悩を真摯に受け
止めることのできる豊か
な人間性を備え、そのう
えで、法曹としての社会
的責任を十分に自覚し、
公益的業務に積極的に取
り組む意欲を持つ「市民
のための」「善き隣人」
としての「善き法律家」
たりうる能力を身につけ
ていること<CP④>

労働法演習

<CP③>現行法を相対
化し、批判的に検討す
ることのできる能力を
高めるため、基礎法科
目や外国法科目を選択
必修科目として充実さ
せ、履修を推奨する。
【DP③】

3年次
教育課程

民法理論の展開A
商法理論の展開

刑事法理論の展開
民法B（債権総論）

刑事政策

ドイツ法

経済法２ 国際取引法
知的財産法A
知的財産法B

国際法

国際財産法
国際家族法

金融・保険法

消費者法

経済法演習
知的財産法演習

国際法演習
中小企業法

民法総合演習A
商法総合演習B（企業取引法）

アドミッション・
ポリシー

ディプロマ・ポリシー
後期

<CP①>全ての法曹に
不可欠な現行法の十分
な知識と考え方を確実
に身につけるため、法
律基本科目に属するほ
とんどの科目を必修科
目とする。【DP①】

人権の基礎理論

<CP②>現代社会に発
生する新たな法的問題
に適切に対応する専門
的能力を身につけるた
め、展開・先端科目に
属する多数かつ多様な
科目を選択必修科目と
する。【DP②】

1年次 2年次
前期 後期 前期

統治の基本構造
民法A（総則・物権総論）

公法理論の展開 民事法総合演習

民事訴訟法1（判決手続の基礎）

カリキュラム・
ポリシー

民法D（法定債権）

民法C（契約法）
民法E（担保法）

租税法B
環境法

民事訴訟法2（複雑な訴訟・上訴）商法（企業組織法）

日本法制史

民事訴訟法総合演習

中国法

主な進路

刑事訴訟実務の基礎
法文書作成

公法系訴訟実務の基礎 民事模擬裁判

後期

社会保障法

英米法

労働法B

前期

民法理論の展開B

民法総合演習B

民法F（家族法の基礎）

商法総合演習A（企業組織法）

倒産法１

民事執行・保全法
倒産法演習

刑法総合演習

労働法A

経済法１ 国際経済法 国際人権法

エクスターンシップ

刑法第1部A(総論・犯罪論および刑
罰論の基礎)

刑法第2部(各論)

弁護実務基礎論
（ロイヤリングを中心に）

中小企業向け法律相談
刑事模擬裁判

刑事法総合演習

国際民事手続法
倒産法２

1～3年次で履修

2～3年次で履修

3年次で履修

1～3年次で履修

必修科目
選択必修科目

<理論的教育> <実務的教育>

・全ての法曹に不可欠な法的知識を提供

・法曹としての責任感や倫理観又は専門的技能を身につける

・法律基本科目についての理解を踏まえ、それを多様な法分野に発展させていく

基礎的内容を徹底的に学習 応用能力を涵養

凡

例
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